ＣＡＳＥ２　三方五湖学生環境サミット
実行委員会会則

(名称) 

第１条
本会は、ＣＡＳＥ２　三方五湖学生環境サミット実行委員会と称する。 

(略称を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ケース),ＣＡＳＥ)２」とし、以下「本会」という。)
(目的) 
第２条　本会は、三方五湖学生環境サミット(以下「本サミット」という)の成功を期し、本サミットの準備及び運営、その他全般について必要な業務を実施することを目的とする。 

(事業) 

第３条　本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を実施する。 

１　本サミットの開催準備及び運営に関すること。 

２　関係機関・団体等との連絡調整に関すること。 

３　その他、本会の目的達成に必要な事業に関すること。 

(組織) 

第４条　本会は、組織委員並びに学生実行委員、事務局の３つの組織から成るものとする。組織委員は、協力機関・団体等の中から選出されたものによって構成し、学生実行委員は、大学在学中の学生の立候補並びに組織委員からの推薦を持ってこれを構成する。
(役員) 

第５条　本会に次の役員を置く。 

学生実行委員長　１名
学生副実行委員長　２名 

(役員の任務) 

第６条　役員の職務は、次のとおりとする。 

１　学生実行委員長は、学生実行委員を代表し、本サミットの企画・運営にあたる。 

２　学生副実行委員長は学生実行委員長を補佐し、学生実行委員長に事故あるときはその職務を代行する。 
(役員の任期)
第７条　役員及び委員の任期は、本サミットの業務がすべて終了するまでとする。 

(実行委員会)
第８条　実行委員会は、次の事項を協議する。 

１　本サミットの開催計画に関する事項 

２　本サミットの収支予算及び決算に関する事項 

３　その他、本会の運営に関する事項 

(経費) 

第９条　本会及び本サミットの経費は、協賛金、補助金、負担金、その他の収入をもって充てる。 

(事務局) 

第１０条　本会に事務局を置き、会務の掌握にあたる。 

１　事務局には、事務職員を若干名置く。 

２　事務職員には、協力機関・団体等の中から選出されたものを当てる。 

３　事務局は、当面の間、レッドキューブ株式会社に置く。 

(解散) 

第１１条　本会は、本サミットが終了し、すべての業務が終了した時に解散する。 

(付則) 

本会則は、平成２１年４月１日から施行する。
役員および構成員名簿
■役員
	学生実行委員長
	白銀 顕
	東京農業大学 地球環境科学部造園科学科4年

	学生副実行委員長
	宮原 麻美
	東京農業大学 応用生物科学部生物応用化学科2年

	学生副実行委員長
	大越 彩子
	法政大学 人間環境科学部人間環境学科4年


■学生実行委員
	大脇 豊生
	大同大学 工学部都市環境デザイン学科4年

	川崎 健太
	大同大学 工学部都市環境デザイン学科4年

	木村 文信
	大同大学 工学部都市環境デザイン学科4年

	高波 和貴
	東京農業大学 地球環境科学部造園科学科3年

	平田 太良
	東京農業大学 地球環境科学部造園科学科4年

	横地 佑典
	東京農業大学 地球環境科学部造園科学科3年

	吉田 尭司
	成蹊大学 経済学部経済経営学科4年

	脇谷 翔太郎
	東京農業大学大学院 農学研究科造園学専攻1年


■組織委員
	伊藤 俊哉
	住友林業緑化株式会社

	原口 真
	株式会社インターリスク総研

	北村 秀行
	レッドキューブ株式会社


■事務局

	大原 玲美子
	レッドキューブ株式会社

	吉田 圭佑
	レッドキューブ株式会社


